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1. 事業 日本初のすべてを寄付金でつくるスタジアム

□国際基準のサッカー専用スタジアム
日本のスタジアムの現状は、すべてが観客ファーストになっているわけではない。多くは部分的な屋根し
かなく、陸上競技兼用のところは選手までの距離が遠い。ここでは、まずサッカー専用スタジアムである
こと、国際試合が可能な40,000人収容であること、全席に屋根があることが計画の条件とされた。

□吹田市万博記念公園の魅力度向上に貢献
建設地はホームタウン吹田市にある万博記念公園スポーツエリア。ガンバ大阪の練習場・クラブハウスの
跡地に建てられた。同時期につくられた大型商業施設EXPOCITYと合わせて、このエリアの魅力が一気に
向上し、多くの人が訪れるようになった。

□公共建築の新しいつくられ方
自らの手でスタジアムをつくることはサッカークラブの悲願である。日本にまだその事例はなかった。発
注者は「スタジアム建設募金団体」という本施設をつくる目的で組織されたJリーグガンバ大阪を中心とす
る任意団体。建設地の検討、CMrと設計施工者の選定、各種行政協議、そして募金活動を行った。完成し
た建物を吹田市に寄贈し、現在はその役目を終え解散している。

「日本初の寄付金でつくるスタジアム」は、個人・企業・団体からの寄付と助成金を合わせ、140億円※1
を超える額を集めることで完成に至った。これは従来のトップダウン的な建設プロセスとは真逆の、民間
主導の公共建築である。

※1 建設費は1席当たり約35万円＝既存国内スタジアムの約半分

事業スキーム

旧ホームスタジアムとの仕様比較

800人もの寄付者が集まった起工式

万博記念公園

モノレール
万博記念公園駅

EXPOCITY
万博記念競技場

名神高速道路

中国自動車道

※2
スポーツ振興くじ助成事業（日本スポーツ振興センター）
住宅・建築物省CO2先導事業（国土交通省）
自立・分散型低炭素エネルギー社会構築推進事業（環境省）

建設地

万博記念競技場 パナソニックスタジアム吹田

収容人数 20,000人 40,000人
競技 陸上競技兼用 サッカー専用
屋根 メインスタンドの一部のみ 全席をカバー
座席 個席、ベンチシート、立見席 すべて個席

VIPエリア なし 2,000席＝日本最大

パナソニックスタジアム吹田



2-1. 建築 コンパクト化が生む新しい観戦環境

□ピッチまで7mの 360°途切れない劇場型観客席

建物外形を
約40m縮小

STEP0
陸上競技兼用のスタジアム

STEP1
サッカー専用化
ピッチまでの距離を基準最小値
7m（ゴール裏10m）に設定

STEP2
客席を複層化
観客席と屋根の奥行きを最小に

STEP3
コーナー部にも座席を配置
360°途切れない観客席

陸上トラック
ゴール

最小

陸上競技場兼用スタジアムとの断面比較

大規模建築をコンパクトにつくることを計画上
の最も重要な考えとした。建物全体小さくする
積層型断面は、同時に迫力ある劇場型の観戦環
境を生み出す。さらにその効果は集客力の向上
につながっていく。

観客席を覆う全面の屋根には、雨を防ぐことと、
サポーターの声を反響させ、圧倒的な一体感を
もたらすという二重の機能をもたせた。

コンパクト化の設計プロセス







□サポーターの声でホームスタンドの
断面形状を変更

計画当初は、四周すべてが同一の断面形状だったが、サ
ポーターからの熱いメッセージを受け止め、ホームスタ
ンドを大きく計画変更した。メイン、バック、アウェイ
は中段にVIPフロアをはさむ三層構成のため観客席が上下
に分断されてしまうが、ホームはVIPを中止し2層とする
ことで一体的な応援が可能となった。

□300席の車いすエリア

メインコンコース＝下段席上部に300席の車椅子エリ
アを設けた。前の観客が立ち上がっても視線を妨げな
いよう断面形状を工夫している。3層 2層

ＶＩＰフロア

コンコースコンコース





□どこからでもフィールドを見渡せるコンコース
下段席の上部に配置されたメインコンコースは4つのコーナーがスタジアムへのゲートとなっている。
そこを抜けるとフィールド全体が見渡せるので自分の座席を探しやすく、また出口が分かりやすい構造
なので災害時も安全性が高い。

コンコースの外側には、スタジアムグルメを提供する売店が配置されているが、試合中席を離れた時で
もゴールの瞬間を見逃すことはない。 快適性と安全性を追求したオリジナルデザインの椅子

ゲート

売
店

コンコース

ゲート

ゲートゲート

売
店

売店

売店





避難シミュレーション

□40,000人が8分間で避難できる階段・通路計画
このスタジアムの階段は各場所ですべて異なる幅で設計されている。避難シミュレーションに
よって滞留が最も少なくなるように通路、階段が最適化し、40,000人収容時に火災が起きた場
合でも8分間で避難が可能となる防災計画とした。





2-2. 建築 構造システムから導かれた独自の外観

□たて・よこ・ななめの架構「３Dトラス構造」の開発
屋根架構には、トラスを長辺、短辺、45°の3方向に架ける「３Dトラ
ス構造」を開発した。この方式によってトラススパンは従来方式に比べ
て半分の約100mになり、部材の大幅な軽量化が可能となった。屋根免
震と組合せることで、鉄骨量を約40％削減している。

屋根と外壁が一体化する外観デザインは、この架構形式から導かれたも
ので、サッカーのスピード感や肩を組む選手たちのイメージを重ね合わ
せている。

試合前に肩を組む選手たちを
イメージした屋根



T4トラス
（スパン37.4ｍ）

T1トラス（スパン98.6ｍ）

高減衰系積層ゴム

直動転がり支承

T3トラス
（スパン52.3ｍ）T2トラス

（スパン95.1ｍ）

直動転がり支承

屋根架構および免震装置の概要

高減衰ゴム系積層ゴム支承

□大規模スタジアムとしては日本初となる屋根免震構造
約23,000m2の屋根は、観客席上部に設置した16基の免震装置で支持させた。4本のT1トラス両端部に
高減衰ゴム系積層ゴム支承 8基を、8本のT4トラスの外周側に直動転がり支承 8基を配置している。

屋根免震構造によって、照明設備等の落下に対する安全性が大幅に向上した。また、T1トラス両端部
に生じるスラスト力が低減されるので、屋根トラスを受ける柱断面が縮小でき、スタンド構造の平面
計画の自由度も向上した。

2018年6月に発生した大阪北部地震では、250mm程度の水平変位を記録したが、屋根構造に被害はな
かった。

T1トラス（スパン98.6ｍ）

T4トラス
（スパン37.4ｍ）





PRC梁とPCa化の範囲図

ホームスタンド ホーム以外のスタンド

PRC梁部分（工場PCa）
PCa化部分（工場）
PCa化部分（サイト）
現場打ち部分
高強度スリム柱（工場PCa）

□PRC梁と超高強度コンクリート柱で実現した開放的なコンコース
スタンド構造には、PRC梁を併用したRC造を採用した。このメリットを以下に示す。

・柱を１列少なくでき、コンコースの幅が広く確保（杭の数も削減）
・上段席を支える構造体が少なくなり、シャープな外観が可能
・コンコース上の梁断面を小さくでき、圧迫感を軽減
・10.75mスパンを接合部一体型のPCa梁にでき、ピース数の削減によって

施工スピードが向上（プレストレスの導入はPCa工場で製作）

断面が他の3面と異なるホームスタンドは、メインコンコースに斜め柱を設置している。
ここには、Fc200 N/mm²の超高強度スリム柱（350mm角）を採用し、コンコースへの
圧迫感を軽減した。

メインスタンド側コンコース







＜基本方針＞

□サッカースタジアムとして持続することが最大の環境配慮

2-3. 建築 高い環境性能をもつエコスタジアム

＜建設エネルギーの削減＞

□開発エリアの最小化

大規模施設の計画では通常、新しい道路や駐車場の建設が必須だが、ここでは、万博記念公園の既存交通
インフラを最大限活用することで、新たな道路や駐車場を一切つくらない小さな開発を実現した。

南駐車場（既存）

東駐車場（既存）

中央駐車場（既存）

開発エリア

＜運用エネルギーの削減＞

□国内スタジアム最大となる504kWの太陽光発電
大規模建築の特性である屋根の大きさを活かして504Kwの太陽光発電パネルを設けた。

□コンパクト化による建設材料の削減

観客席のコンパクト化とあわせて、関係諸室の床も必要以上はつくらない方針とした。同規模既存
スタジアムと比較して床面積を約40%削減している。

□PCa工法の徹底により85,000㎡の型枠削減

PCaコンクリートは、現場で木製型枠を使用しない。ここでは在来工法比で型枠85,000㎡を削減し
ている。また、工場製作されたコンクリート部材の搬入車両は、現場打コンクリートのための生コ
ン車両に比べて、その台数を大幅に削減できるため、地域への負荷も大きく軽減できた。

既存スタジアムの現状は、必ずしもその経営がうまくいっ
ているものばかりではない。莫大なエネルギーをかけて巨
大建築をつくっても、それがうまく使われなければ、大き
なエネルギーの損失になってしまう。ここでは、最少の材
料でビジネスが継続する最大の効果を得ることを目標とし
た。建設にかかるエネルギーの削減や運用時の維持管理や
長期修繕にかかるエネルギーの削減、また地域連携による
エネルギー対策など、幅広い視点で地球環境負荷抑制に取
り組んだ。 「コンパクト化」という計画のコンセプトは各
段階で有効に機能している。

□メンテナンスレスの材料＝維持管理費を減らす

仕上材の多くは更新の時期があり、修繕費の中でも大きなウェイトを占める。ここではできるだけ仕上げ
材を減らす方針とし、躯体と設備を露出するミニマムデザインを試みた。外装は、メンテナンスレスの材
料としたことで硬質な外観を呈している。

□年間5,500トンの雨水を再利用
屋根が受ける大量の雨を地下ピットに貯留し、芝散水やトイレの洗浄水に再利用する仕組みを備えた。

□フィールド照明のLED化で消費電力を27%削減

パナ器具写真

ガルバリウム鋼板 コンクリート打放し 溶融亜鉛めっき



□自然の力で芝を育てる＝選手に最高のプレー環境を
屋根付のスタジアムでは、芝の育成にグローイングライトや電動ファンが用いられるケースが多い
が、今回は天然芝への日照を最大限確保するために、構造トラスの下部に屋根を設置して、そのレ
ベルを低く抑える計画とした。これは同時に雨の吹降り範囲を縮小することにもつながっている。
同じく芝育成に重要な風環境を保つために各方向からスタンド下面を伝う風の道をつくった。試合
時には可動式のルーバーで閉鎖できる仕組みである。

＜取組みの成果＞

□国内スタジアム初のCASBEE Sランクを達成

□助成金の取得

・住宅・建築物省CO2先導事業（国土交通省）
・自立・分散型低炭素エネルギー社会構築推進事業（環境省）

□一次消費エネルギー20%減、Nearly ZEB

＜地域連携によるエネルギーの削減＞

□EXPOCITYと公道を挟んでスマートコミュニティを実現

隣接する大型商業施設と一括受電の仕組みを構築。平常時のピークカットや災害時の電力融通を計画した。

関西電力

特高受電設備

EXPOCITY スタジアム

平常時（ピークカット運転）

特高受電設備

太陽光発電

災害時（自立運転）

EXPOCITY スタジアム

関西電力

可動ルーバー

日射範囲
拡大

吹降り範囲
縮小

一般的な屋根

通風スリット南側のガラス屋根

太陽光発電



3. 施工 労働者不足を大幅に解決する超省人化工法

□躯体工事の80％をPCa化、労働者数を1/6に削減
観客席の構造体は、柱はシステム型枠を用いた在来工法とし、柱梁接合部を含む大梁と小梁をPCa化した。
柱と梁間方向大梁の接続は、柱梁接合部に柱主筋用貫通孔を設け、柱主筋を通した後にグラウトを充填す
る工法で行った。

大梁を柱梁仕口部一体型のPRC梁（工場プレストレス）とすることで、仮設支保工無しで構築できるよう
になり、柱は大型システム型枠および地組鉄筋を用いて在来施工とPCa施工のコスト・労務バランスを
図った。

本プロジェクトではさらに、基礎、基礎梁の大部分もPCa化し、圧倒的な省人化を実現した。

段梁PCa

基礎PCa

梁PCa

段床PCa

柱：在来工法（システム型枠）

メガ柱PCa

基礎梁PCa 梁ジョイント部：在来工法

スタンドの構造体構築手順

柱主筋を
伸ばしておく

柱主筋は
接合部を貫通

張間方向PRC大梁
桁行方向PCa大梁 継手部に

機械式継手を採用

③桁行方向のPCa梁を設置 ④桁行方向梁継手部の
コンクリート打設

①システム型枠により
柱を構築

②PCa-PRC大梁を設置





PCa化された部材 S=1:200

メガ柱

踏石

メガ柱

上段席段梁（メガ柱取合）

段床

踏石

段床

上段席段梁（一般）

上段席段梁（22.5°コーナー）

上段席段梁（45°コーナー）

上段席段梁（ホーム）

階段受梁

手摺壁

バルコニー席跳ね出し床

高強度スリム柱

下段段梁

踏石

段床

基礎梁基礎フーチング

2～6階床梁

2～5階コンコース床梁



4. 運営 持続的なサッカービジネスへの貢献

□日本最大2,000席のVIPエリア
欧州のサッカースタジアムでは、VIPエリアがビジネスの社交場として使用され、その利用料がスタジアム
運営の重要な収入源となっている。日本のサッカー界でもこのスキームを実現すべく、ここでは2,000席も
のバルコニーシートをもつ日本最大のVIPエリアを設けた。20名収容のVIPルーム30室や、6つのVIPラウ
ンジなどバリエーション豊富な空間が準備されている。

メインスタンド側中央部にはVVIP室があるが、この部屋の仕切りはすべて可動間仕切りとなっており、こ
れを開放すると大きなイベントが可能な空間となる。観戦スタイルの多様化に寄与するとともに、試合が
ない日の多目的な利用の場として高いポテンシャルを持たせた。

試合のない日に利用された一例（就職説明会）



□地域市民の災害拠点機能
スタジアムの形態的な特徴を利用して、災害拠点機能を設けた。日常から利用する汚水槽や雨水利
用・受水槽などに加え防災専用の発電機も備え、避難所としては300人/1ケ月、800人/10日間の滞
在が可能となる。また1階駐車場は支援物資の配送センターとして機能することが想定されている。

□国際大会や国内カップ戦が毎年開催される
キリンカップ（日本代表戦）、FIFAクラブワールドカップ、天皇杯決勝などJリーグ以外の試合を
誘致し、様々な大会が開催されている。FIFAによる会場審査では「世界的にも高レベルである」と
の評価を受けることができた。

□市民のためのイベント開催
サッカーの試合に使用されるのは年間30日程度。それ以外の日をどのように市民に利用してもらえ
るかが課題となる。現在、吹田市との連携で多種多様なイベントが行われている。

ガンバ大阪☆フィジカルトレーニング スタジアムウェディング 吹田市の小学4年生全員を
対象にしたふれあい授業

市民を対象にしたフットサル大会

スタンド下のスペースを利用した
災害用備蓄倉庫

□観客動員数とクラブ収益が1.5倍以上に増加
新スタジアムでは、観客数が大きく増加している。オープン4年目の2019年シーズンは
過去最大の入場者数を記録した。

旧スタジアム 2015年 1試合平均16.000人
新スタジアム 2016年 1試合平均25.000人

2019年 1試合平均27,700人

クラブの営業収入も1.5倍以上に増加した。





5. 図面

建物名称 パナソニックスタジアム吹田
（市立吹田サッカースタジアム）

所在地 大阪府吹田市千里万博公園3-3
敷地面積 90,065.33㎡
地域地区 第二種住居地域

スポーツ・レクリエーション地区
建築主 スタジアム建設募金団体
建物所有者 吹田市
設計施工 竹中工務店
CMr 安井建築設計事務所
主要用途 観覧場
構造規模 RC造 S造、地上6階 塔屋1階

2階

平面図 S=1:1500

ガンバ大阪
クラブハウス

駐車場

ミックスゾーン

選手ロッカー

チケット売場

ウォームアップ
エリア

メディア控室記者会見室ショップ
・ミュージアム

ガンバ大阪
クラブハウス

観客用WC

選手ベンチ

配置図 S=1:2500

サッカー練習場

アメリカンフットボール
球技場

野球練習場

駐車場

EXPOCITY

名神高速道路

主要地方道
茨木・摂津線

建築面積 24,695.51㎡
延床面積 63,908.71㎡

1階 16,080.35㎡
2階 5,215.71㎡
3階 17,329.72㎡
4階 7,633.74㎡
5階 8,369.01㎡
6階 9,256.14㎡

塔屋階 24.04㎡
最高高さ 40.33m 1階

車路



コンコース

コンコース

売店

売店

売店

レストラン

VVIP室

ラウンジ

運営本部
大型映像装置操作室

VIP室（30室）

平面図 S=1:1500

放送室

記者席

大型映像装置

大型映像装置

コンコース

WC

売店

6階

5階

4階

3階
車椅子席



メインスタンド

断面図 S=1:300

コンコース

コンコース

ＶＩＰラウンジ

メディア控室

控室

車路

コンコース

ＷＣ

コンコース

最高高さ40.33m

5FL

控室

4FL

3FL

2FL

1FL

5FL+2.18m

4FL+2.64m

3FL

2FL

1FL

南

サイドスタンド・ホーム側

立面図 S=1:1200

西
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